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今後の環境調査計画

第２回
最上小国川流域環境保全協議会
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今後の環境調査計画を立てる上で
考慮すべき事項

ダム事業及び関連する河川事業を実施す

ることにより生じる可能性のある環境影響を

予測することを目的として、これを実施するた

めに必要となる調査のうち、既往の調査では

不足する調査、及び継続したデータの蓄積が

必要な調査を対象とする
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環境に関する調査メニュー
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環境に関する調査メニュー

平成21年度 備考

大気環境 大 気 質 （粉塵）
騒 音
振 動

○
－
－

※必要に応じ
次年度以降も
継続して調査
を実施する予
定

水環境 水 質（濁水・水温等） ○

動 物（重要な種・注目すべき生息地）
○植 物（重要な種・群落）

生 態 系（地域を特徴づける生態系）

景 観 －

人と自然との触れ合い活動の場 －
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大気環境

大気環境
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大気環境

調査計画の概要

平成21年度以降の調査計画

項目 調査地点 調査時期

大気質 降下ばいじん量 赤倉集落

（赤倉小学校）

春、夏
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大気環境

最上小国川ダム

赤倉集落

万騎の原地区

新田地区

大気環境調査地点位置図
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水環境

水環境
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水環境

調査計画の概要

平成21年度以降の調査計画

項目 調査地点 調査時期

平常時 ・生活環境項目

・健康項目

・富栄養化関連項目

・その他

３地点程度 原則月１回

出水時 ・生活環境項目

・富栄養化関連項目

・その他

３地点程度 時間１回
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水環境

水環境調査地点位置図（例）

最上小国川ダム

舟形橋

（環境基準地点）
月楯橋下流

保京橋下流

末沢川合流点上流

項目名（単位） 環境基準値（Ａ類型）

ｐＨ（-） 6.5以上 6.5以下

ＢＯＤ（mg/L） 2以下

ＳＳ（mg/L） 25以下

ＤＯ（mg/L） 7.5以上

大腸菌群数
（MPN/100mL）

1000以下
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動 植 物

動物・植物
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動物・植物

調査計画の概要

平成21年度の調査内容

目的 地点数 調査月 備考

付着藻類の状
況確認

５定点 ６，７，８，９，10月

洪水後調査（直後、
１週間後）

対照地点を２地点とする

（アユ生息量の多い区間

の対照地点を追加）
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動物・植物

明神川

参考として整理

対象地域

付着藻類の調査地点

St.2、４、6、白川（比較対照区）及び明神川（比較対照区）

白川
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生態系（上位性）

生態系（上位性）
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生態系（上位性）

調査計画の概要

平成21年度の調査内容

目的 地点数 調査月 備考

繁殖状況の確認 ４定点 ５，６，７，９月 調査により繁殖等が確
認された場合は、調査
頻度等を適宜変更する
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生態系（上位性）

最上小国川ダム

※図中の地点は平成14～20年度における調査地点

調査地点は、これまでの調査結果や繁殖の状況等を踏まえ、
有識者と相談の上決定する
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今後の環境調査計画 以 上


